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問
　
発
が
ん
性
も
指
摘
さ
れ

る
フ
ッ
素
の
毒
性
を
考
え
た

と
き
、
２
歳
児
フ
ッ
素
塗
布

事
業
は
や
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
フ
ッ
化
物
洗
口
（
フ

ッ
素
う
が
い
）
は
、
市
内
星

宮
小
学
校
１
校
の
み
実
施
。

フ
ッ
素
の
虫
歯
予
防
効
果
は
、

全
国
・
行
田
市
に
お
い
て
も

実
態
と
し
て
証
明
さ
れ
て
い

な
い
。
フ
ッ
化
物
洗
口
を
行

っ
て
い
な
い
学
校
に
お
い
て

虫
歯
数
が
非
常
に
低
い
値
で

あ
る
。
事
業
の
廃
止
を
。

答
　
２
歳
児
フ
ッ
素
塗
布
は

虫
歯
予
防
と
し
て
体
験
す
る

機
会
の
提
供
。
フ
ッ
化
物
洗

口
実
施
校
で
は
、「
毒
性
」
含

め
た
説
明
の
上
で
実
施
。

問
　
２
歳
児
は
十
分
な
う
が

い
も
で
き
ず
に
飲
み
込
む
。

学
校
で
の
子
ど
も
の
虫
歯
数

の
平
均
は
、
１
本
以
下
。
虫

歯
予
防
と
し
て
成
り
立
つ
か
。

答
　
学
校
の
実
態
で
対
応
。

問
　
保
護
者
の
希
望
で
始
め

た
事
業
で
は
な
い
た
め
、
教

育
委
員
会
と
し
て
廃
止
を
。

答
　
保
護
者
の
同
意
を
得
た

子
ど
も
が
実
施
の
対
象
。

●
う
つ
病
発
症
は
公
務
災
害

問
　
消
防
士
が
書
か
さ
れ
た

「
誓
約
書
」
は
退
職
強
要
と

考
え
る
が
、適
切
だ
っ
た
か
。

答
　
消
防
長
が
消
防
士
に
提

出
を
求
め
た
誓
約
書
の
中
の

「
退
職
」
の
文
言
は
、
適
切

な
指
導
の
域
を
超
え
て
い
た

の
で
、
訓
告
処
分
と
し
た
。

問
　
訓
告
と
い
う
極
め
て
軽

い
処
分
の
理
由
は
、
何
か
。

答
　
指
導
の
一
環
で
あ
る
こ

と
か
ら
文
書
訓
告
と
し
た
。

問
　
消
防
士
が
自
治
労
連
に

上
司
か
ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
相

談
し
た
。
相
談
し
た
行
為
が

注
意
喚
起
に
あ
た
る
か
。

答
　
自
治
労
連
埼
玉
県
本
部

か
ら
個
人
の
特
定
も
な
く
、

内
容
の
判
断
も
で
き
な
か
っ

た
。
指
摘
受
け
、
朝
礼
で
注

意
喚
起
と
し
て
訓
示
し
た
。

問
　
う
つ
病
発
症
は
公
務
災

害
と
い
う
裁
決
に
対
し
、
本

人
へ
の
謝
罪
は
あ
っ
た
の
か
。

答
　
謝
罪
は
し
て
い
な
い
。

問
　
全
国
的
に
医
師
が
不
足

し
て
い
る
が
、
特
に
小
児
科

や
産
科
の
医
師
不
足
は
深
刻

で
あ
る
。本
市
の
現
状
は
、近

隣
市
と
比
べ
て
も
医
師
数
・

診
療
所
数
と
も
少
な
い
。
本

市
に
お
い
て
、
医
師
の
確
保

や
増
員
及
び
病
院
・
診
療
所

等
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
本
市
の
医
療
機
関
や
医

師
数
が
近
隣
市
や
県
平
均
と

比
較
し
て
少
な
い
状
況
は
認

識
し
て
い
る
が
、
医
療
体
制

を
市
の
み
で
充
実
さ
せ
る
こ

と
は
、困
難
な
こ
と
で
あ
る
。

市
の
役
割
で
あ
る
初
期
救
急

と
第
二
次
救
急
の
整
備
充
実

を
図
る
た
め
、
国
や
県
、
医

師
会
等
の
関
係
者
と
連
携
協

力
を
し
て
い
き
、
医
療
体
制

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問
　
本
市
の
休
日
・
夜
間
診

療
の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
休
日
は
、
医
師
会
協
力

の
も
と
２
つ
の
病
院
が
輪
番

制
で
診
療
を
実
施
。
夜
間
は
、

行
田
・
熊
谷
・
深
谷
・
寄
居

で
第
二
次
救
急
医
療
圏
を
構

成
し
診
療
を
実
施
し
て
い
る
。

●
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府

県
単
位
化
（
制
度
変
更
）

問
　
国
民
健
康
保
険
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
制
度
が
変
わ

り
広
域
化
に
な
る
。
制
度
変

更
に
伴
い
、
国
保
税
が
高
く

な
る
場
合
、
緩
和
措
置
や
減

免
制
度
は
考
え
て
い
る
か
。

答
　
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
国
と
県
に
お

い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。
な
お
、
減
免

制
度
に
変
更
は
な
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
子
ど
も
議
会
の
開
催

〇
防
災
公
園
の
設
置

〇
産
業
文
化
会
館
周
辺
整
備

問
　
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
実
績
は
。

答
　
平
成
26
年
度
は
４
件
で

７
万
５
千
円
。
返
礼
品
を
開

始
し
た
平
成
27
年
度
は
１
７

４
件
で
２
５
３
万
円
。
平
成

28
年
度
は
１
５
７
６
件
で
３

７
８
４
万
５
千
円
で
あ
る
。

問
　
近
隣
市
町
村
と
比
較
し

て
ど
う
か
。

答
　
平
成
28
年
度
の
実
績
で
、

羽
生
市
が
１
７
４
８
件
で
約

１
８
７
４
万
円
、
加
須
市
が

２
７
２
件
で
約
１
０
６
２
万

円
、
熊
谷
市
が
１
２
０
２
件

で
約
２
９
３
４
万
円
、
鴻
巣

市
が
８
２
４
件
で
約
２
２
５

５
万
円
、
深
谷
市
が
１
万
９

６
８
件
で
約
２
億
９
６
０
０

万
円
で
あ
る
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
入

れ
額
は
増
加
し
て
い
る
が
、

他
の
自
治
体
と
の
差
別
化
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
る
か
。

答
　
ラ
ン
ニ
ン
グ
足
袋
な
ど

本
市
独
自
の
返
礼
品
や
、
は

に
わ
作
り
体
験
な
ど
体
験
型

の
返
礼
品
の
ほ
か
、
友
好
都

市
で
あ
る
桑
名
市
、
白
河
市

と
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
に
関

す
る
友
好
都
市
連
携
協
定
を

締
結
し
、
３
市
そ
れ
ぞ
れ
の

返
礼
品
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か

ら
お
米
と
お
酒
の
申
し
込
み

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

問
　
福
祉
施
設
の
授
産
品
を

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

す
れ
ば
、
障
が
い
の
あ
る
方

た
ち
の
社
会
参
加
に
も
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
本
市
で
は
返
礼
品
の
協

力
事
業
者
を
随
時
募
集
し
て

お
り
、
条
件
は
市
内
で
生
産
、

製
造
、
加
工
、
販
売
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
生
産

者
表
示
が
市
内
の
住
所
で
あ

る
こ
と
、
行
田
を
連
想
さ
せ

る
文
字
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
。
条
件
に
合
致
し
て
い

れ
ば
授
産
品
も
登
録
が
可
能

な
た
め
、
ぜ
ひ
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
街
に
も
っ
と
音
楽
を

問

問

答問答問答

答

問問 答

問答

問問問 答答

問

答

問
　
国
は
、
子
ど
も
医
療
費

無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
市

町
村
に
対
し
、
補
助
金
の
減

額
調
整
措
置
を
続
け
て
き
た

が
、
昨
年
12
月
、
平
成
30
年

度
か
ら
こ
の
措
置
を
廃
止
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の

見
直
し
に
よ
り
生
じ
る
財
源

に
つ
い
て
は
、
他
の
少
子
化

対
策
の
拡
充
に
充
て
る
こ
と

を
国
は
求
め
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
支
援
策
を
考
え
て

い
る
か
。

答
　
減
額
調
整
措
置
の
廃
止

に
よ
り
生
じ
る
財
源
の
約
２

５
０
万
円
は
、
関
係
部
署
と

連
携
を
図
り
有
効
に
活
用
し

て
い
く
。

●
子
ど
も
の
安
心
安
全
基
金

に
つ
い
て

問
　
小
・
中
学
校
の
通
学
路

の
安
全
に
関
わ
る
要
望
を
多

く
頂
く
。
子
ど
も
た
ち
の
安

全
の
為
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
が

必
要
と
考
え
て
い
る
中
、
他

市
の
子
ど
も
の
安
心
安
全
基

金
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

　
こ
の
基
金
は
、
子
ど
も
の

安
全
に
特
化
し
た
も
の
で
、

こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、支
出
を
伴
う
事
業
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途

と
し
て
も
選
択
で
き
る
。
こ

の
基
金
の
よ
う
に
子
ど
も
の

安
全
に
特
化
し
た
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
対
策
が
大

き
く
進
む
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・

安
全
に
生
活
で
き
る
環
境
を

整
え
る
た
め
に
は
、
基
金
の

設
置
な
ど
に
よ
り
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
は
有
効
な
手
段

の
１
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
基
金
は
、
地
域
を
支

え
る
新
し
い
公
共
の
あ
り
方

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
で
、

財
政
面
の
負
担
軽
減
も
期
待

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

基
金
の
仕
組
み
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
把
握
す
る
た
め
視
察
の
実

施
を
含
め
、
今
後
調
査
研
究

し
て
い
く
。

　
市
長
は
鴻
巣
市
の
熱
回
収

施
設
建
設
予
定
地
に
余
熱
利

用
施
設
（
温
水
プ
ー
ル
、
温

浴
施
設
）
の
建
設
を
進
め
る

規
約
改
正
の
合
意
書
に
サ
イ

ン
し
た
。

　
現
在
、
鴻
巣
市
主
導
で
熱

回
収
施
設
建
設
の
名
の
も
と

に
鴻
巣
市
に
余
熱
利
用
施
設

建
設
ま
で
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
が
本
当
に
行

田
市
民
の
た
め
に
な
る
の
か

疑
問
に
感
じ
て
い
る
。

　
当
初
の
合
意
書
で
は
、
年

間
約
1
万
9
千
メ
ガ
ワ
ッ
ト

の
発
電
が
可
能
な
施
設
と
の

説
明
は
あ
っ
た
が
、
鴻
巣
市

に
温
浴
施
設
や
温
水
プ
ー
ル

建
設
の
話
は
な
か
っ
た
。

問
　
余
熱
利
用
施
設
の
建
設

費
及
び
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
金
額
負
担
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
余
熱
利
用
施
設
の
整
備

内
容
及
び
規
模
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

示
す
状
況
で
は
な
い
。
金
額

の
負
担
割
合
は
今
後
構
成
3

市
で
協
議
す
る
。

問
　
施
設
建
設
計
画
に
お
い

て
、
ご
み
処
理
施
設
が
熱
回

収
施
設
へ
と
表
現
が
変
わ
っ

た
が
理
由
は
な
に
か
。

答
　
熱
回
収
施
設
は
ご
み
焼

却
や
溶
融
処
理
す
る
だ
け
で

な
く
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回

収
す
る
施
設
で
あ
る
。
ま
た
、

国
の
交
付
金
の
対
象
施
設
が

熱
回
収
施
設
と
定
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
変
更
し
た
も
の

で
あ
る
。

問
　
今
で
も
迷
惑
施
設
が
行

田
市
内
か
ら
な
く
な
る
こ
と

が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
考
え

て
い
る
か
。

答
　
資
源
循
環
型
社
会
を
形

成
す
る
上
で
必
要
な
施
設
で

あ
り
、
迷
惑
施
設
と
の
認
識

は
な
い
。

問
　
鴻
巣
行
田
北
本
環
境
資

源
組
合
か
ら
の
離
脱
は
ど
ん

な
場
合
か
。

答
　
組
合
の
離
脱
は
想
定
し

て
い
な
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
消
防
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題

〇
行
田
市
総
合
教
育
会
議

問
　
国
民
保
護
法
下
で
テ
ロ

等
の
武
力
攻
撃
事
態
等
か
ら

市
民
を
守
る
本
市
の
役
割
は
。

答
　
国
、
県
及
び
関
係
機
関

と
連
携
協
力
し
て
市
民
へ
の

情
報
提
供
、
避
難
誘
導
な
ど

市
民
を
守
る
た
め
の
措
置
を

的
確
か
つ
迅
速
に
行
う
。

問
　
２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー

Ｗ
杯
、
20
年
東
京
五
輪
等
の

国
際
イ
ベ
ン
ト
が
身
近
で
開

催
さ
れ
、
テ
ロ
へ
の
脅
威
が

高
ま
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

答
　
県
は
毎
年
市
町
村
と
国

民
保
護
実
動
訓
練
を
実
施
し
、

本
市
も
平
成
25
年
度
に
総
合

体
育
館
及
び
総
合
公
園
で
共

同
実
施
し
た
。
ま
た
Ｗ
杯
に

向
け
県
の
図
上
演
習
に
参
加

し
、
連
携
強
化
と
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
。

問
　
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
へ
の
対
策
は
。

答
　
国
が
ま
と
め
た
弾
道
ミ

サ
イ
ル
落
下
時
の
対
処
行
動

を
５
月
に
全
世
帯
に
回
覧
周

知
し
た
ほ
か
、
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
園
、
高
齢
者

施
設
等
へ
情
報
提
供
し
た
。

問
　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
）の
設
置
状
況
は
。

答
　
平
成
24
年
度
に
本
庁
舎

の
受
信
機
と
防
災
行
政
無
線

を
連
携
し
、
１
５
２
の
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
と
小
・
中
学
校
、

公
民
館
、
保
育
園
や
民
間
幼

稚
園
等
１
１
４
の
個
別
受
信

機
に
情
報
伝
達
し
て
い
る
。

問
　
8
月
29
日
の
北
朝
鮮
弾

道
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
、
い
く

つ
か
の
自
治
体
で
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
不
具
合
が
生
じ
た
が
、

本
市
の
起
動
確
認
は
万
全
か
。

答
　
毎
年
３
回
起
動
確
認
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度

に
行
っ
た
３
回
目
の
確
認
で

は
、
防
災
行
政
無
線
に
接
続

し
試
験
放
送
も
行
っ
て
い
る
。

問
　
住
民
避
難
訓
練
は
行
っ

て
い
る
か
。

答
　
現
在
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
他
市
の
状
況
も
踏
ま
え

検
討
し
て
行
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
有
害
鳥
獣
被
害
（
ア
ラ
イ

グ
マ
）
対
策
に
つ
い
て

問答

答

問答

問答答 問問答

答 問答 問問答

問答問答

問答

問

答問答問答問答 答

市政に対する　一般質問市政に対する　一般質問 市政に対する　一般質問市政に対する　一般質問

２
歳
児
フ
ッ
素
塗
布
な
ど
、

フ
ッ
素
事
業
の
廃
止
を

三

　宅

　盾

　子

（
ま
ち
を
住
み
よ
く
す
る
会
）

フ ッ 素 問 題

医
師
の
確
保
及
び
休
日
・

夜
間
等
医
療
体
制
の
充
実
を

梁

　瀬

　里

　司

（
黎
明
21
）

医療体制の充実

福
祉
施
設
の
授
産
品
も

返
礼
品
に
加
え
て
は野

　本

　翔

　平

（
新
政
策
研
究
会
）

ふるさと納税

テ
ロ
等
の
武
力
攻
撃
事
態
か
ら

市
民
を
守
る
対
策

加

　藤

　誠

　一

（
黎
明
21
）

安 全 ・ 安 心

鴻
巣
市
へ
の

温
浴
施
設
建
設
に
つ
い
て

石

　井

　直

　彦

（
発
言
と
行
動
す
る
会
）

市長の政治姿勢

子
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
わ
る

国
保
の
減
額
調
整
措
置
に
つ
い
て

大
河
原

　梅

　夫

（
公
明
党
）

子 育 て 支 援

市政に対する　一般質問市政に対する　一般質問


